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色
づ
い
た
努
力
の
結
晶

　
11
月
25
日
、
平
尾
地
区
の
ハ
ウ
ス
（
滝
下
耕
三
さ
ん
所
有

＝
萩
之
牟
礼
）
で
、
加
温
デ
コ
ポ
ン
の
は
さ
み
入
れ
式
が
あ

り
ま
し
た
。

　
生
産
者
や
農
協
関
係
者
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
祝
っ
た

後
、た
わ
わ
に
実
っ
た
デ
コ
ポ
ン
に
は
さ
み
を
入
れ
ま
し
た
。

　
果
肉
の
赤
み
が
濃
い
品
種
「
大だ

い
ま
さ
き

将
季
」
な
ど
を
生
産
す
る

滝
下
さ
ん
（
＝
写
真
）。「
今
年
は
日
照
不
足
で
、
生
産
に
苦

労
し
た
。
努
力
し
た
分
、
甘
く
て
良
い
も
の
が
で
き
て
嬉
し

い
」
と
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
収
穫
し
ま
し
た
。



力
走
。

↑ガッツポーズでゴールテープを切った獅子島駅伝クラブ、アンカーの濵史郎選手と
　優勝を果たした同クラブのメンバー（囲み写真）

　

11
月
15
日
、
よ
く
晴
れ
た
秋
空
の
下
、
第
59
回
長
島
一
周
駅

伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
２
月
に
開
催
さ
れ
る
、
鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅

伝
競
争
大
会
に
次
い
で
２
番
目
の
歴
史
を
刻
む
本
大
会
。
今
回

は
、
中
学
校
の
部
に
４
チ
ー
ム
、
一
般
の
部
に
18
チ
ー
ム
、
合

わ
せ
て
22
チ
ー
ム
が
参
戦
し
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
、
鹿
児
島
毘
沙
門
太
鼓
「
響こ
ー
る流
」
に
よ
る
和
太
鼓

の
演
奏
で
幕
を
開
け
る
と
、
２
つ
の
部
門
ご
と
に
前
年
度
優
勝

チ
ー
ム
か
ら
優
勝
旗
が
返
還
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
会
長
を
務
め

た
川
添
健
町
長
が
「
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
の
夕
方
や
夜
間
、
休

日
に
練
習
に
励
ん
で
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
練
習
の

成
果
を
思
う
存
分
発
揮
し
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

選
手
を
代
表
し
て
、酒
井
健た
け
と聡
君
（
長
島
中
学
校
３
年
）
が
「
１

本
の
た
す
き
に
思
い
を
つ
な
げ
、
最
後
ま
で
全
力
を
尽
く
し
、

感
動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
走
り
を
み
せ
ま
す
」
と
力
強
く
宣

誓
し
ま
し
た
。

　

長
島
町
役
場
指
江
庁
舎
前
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
今

回
の
コ
ー
ス
。
午
前
10
時
、
号
砲
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
と
、
22

人
の
選
手
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
託
し
た
た
す
き
を
肩
に
、

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

沿
道
に
は
地
域
住
民
が
詰
め
掛
け
選
手
ら
を
励
ま
し
た
ほ

か
、
園
児
ら
が
大
き
な
声
を
張
り
上
げ
応
援
し
ま
し
た
。

　

選
手
ら
は
、
高
低
差
が
激
し
い
長
島
路
を
力
の
限
り
走
り

続
け
、
途
中
繰
り
上
げ
ス
タ
ー
ト
を
実
施
し
た
も
の
の
、
全

て
の
チ
ー
ム
が
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
り
ま
し
た
。

　

14
区
間
で
争
わ
れ
た
中
学
校
の
部
は
平
尾
中
学
校
が
、
11

区
間
で
競
っ
た
一
般
の
部
は
獅
子
島
駅
伝
ク
ラ
ブ
が
優
勝

し
、
前
年
度
の
記
録
か
ら
27
分
以
上
短
縮
し
た
、
鹿
児
島
相

互
信
用
金
庫
チ
ー
ム
が
永
田
杯
（
躍
進
賞
）
を
受
賞
し
ま
し

た
。

歴
史
と
伝
統
の

　
第
59
回
長
島
一
周
駅
伝
競
走
大
会
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◇
中
学
校
の
部
◇

優
勝　

平
尾
中
学
校　
　
　
　
（
２
時
間
21
分
46
秒
）

２
位　

鷹
巣
中
学
校　
　
　
　
（
２
時
間
24
分
46
秒
）

３
位　

川
床
中
学
校　
　
　
　
（
２
時
間
25
分
45
秒
）

４
位　

長
島
中
学
校　
　
　
　
（
２
時
間
28
分
51
秒
）

◇
大
会
新
記
録
（
一
般
の
部
）
◇

７
区　

白
濵　

信
太
（
ラ
ン
ナ
ー
ズ
）（
12
分
30
秒
）

◇
永
年
選
手
賞
◇

10
年　

濵
村　
　

要
（
東
陸
友
会
）

　
　
　

町
口　

真
浩
（
長
島
町
役
場
鷹
巣
）

　
　
　

小
嵜　

輝
史
（
黒
牛
会
）

　
　
　

濱
口　

文
春
（
キ
ン
グ
ダ
ッ
シ
ュ
Ｏ
Ｂ
）

15
年　

坂
元　

大
輔
（
青
年
団
）

20
年　

鶴
長　

孝
司
（
ラ
ン
ナ
ー
ズ
）

　
　
　

瀬
戸
口
広
幸
（
長
島
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
）

25
年　

浦
底　

初
男
（
東
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
）

30
年　

中
村　

友
喜
（
東
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
）

大声で応援する保育園児

唐隈中継所鷹巣中継所川内中継所

↓それぞれの思いがこもったたすきリレー

◇
一
般
の
部
◇

優
勝　

獅
子
島
駅
伝
ク
ラ
ブ　
（
２
時
間
14
分
59
秒
）

２
位　

東
陸
友
会　
　
　
　
　
（
２
時
間
17
分
13
秒
）

３
位　

東
町
漁
協　
　
　
　
　
（
２
時
間
19
分
38
秒
）

４
位　

よ
せ
な
べ　
　
　
　
　
（
２
時
間
20
分
37
秒
）

５
位　

長
島
町
消
防
団　
　
　
（
２
時
間
22
分
54
秒
）

６
位　

黒
牛
会　
　
　
　
　
　
（
２
時
間
23
分
29
秒
）

７
位　

ラ
ン
ナ
ー
ズ　
　
　
　
（
２
時
間
24
分
11
秒
）

８
位　

長
島
Ｎ
Ｒ
Ｃ　
　
　
　
（
２
時
間
27
分
32
秒
）

９
位　

消
防
１
１
９　
　
　
　
（
２
時
間
27
分
55
秒
）

10
位　

キ
ン
グ
ダ
ッ
シ
ュ
Ｏ
Ｂ
（
２
時
間
30
分
22
秒
）

11
位　

ポ
ッ
キ
リ
ー
ズ　
　
　
（
２
時
間
36
分
01
秒
）

12
位　

長
島
町
役
場
鷹
巣　
　
（
２
時
間
39
分
15
秒
）

13
位　

東
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ　
　
　
（
２
時
間
44
分
26
秒
）

14
位　

長
島
町
教
職
員　
　
　
（
２
時
間
48
分
16
秒
）

15
位　

長
島
町
役
場
指
江　
　
（
２
時
間
49
分
52
秒
）

16
位　

長
島
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ　
　
（
２
時
間
53
分
08
秒
）

17
位　

青
年
団　
　
　
　
　
　
（
３
時
間
00
分
05
秒
）

18
位　

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
（
３
時
間
17
分
18
秒
）

中学校の部優勝の平尾中学校
アンカー、高目玲温選手→

  ↑号砲に合わせ一斉にスタートする選手

☆ 大 会 結 果 ☆
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新
鮮
！
美
味
い
!!

長
島
の
魚
、
さ
か
な
、
サ
カ
ナ

第７回長島おさかな祭り大盛況 !!

↑ステージ上で行われたブリの解体ショー。多くの来場者が固唾をのんで見守る

　

漁
業
が
盛
ん
な
本
町
の
特
性
を

生
か
し
た
長
島
ら
し
い
イ
ベ
ン

ト
、
第
７
回
長
島
お
さ
か
な
祭
り

が
11
月
23
日
、
薄
井
漁
港
で
あ
り

ま
し
た
。

　

３
連
休
の
中
日
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
会
場
に
は
イ
ベ
ン
ト
開
始

前
か
ら
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
、
同
祭
り
で
は
最
多
の
約

１
万
９
３
０
０
人
が
訪
れ
ま
し

た
。

　

本
浦
小
学
校
児
童
ら
に
よ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
あ

と
、
地
域
戦
力
協
議
会
長
の
長
元

信
男
東
町
漁
業
協
同
組
合
代
表
理

事
組
合
長
が
「
今
年
は
ブ
リ
が
好

調
。
現
在
ブ
リ
の
輸
出
は
24
か
国

に
上
り
、
そ
の
数
は
年
間
約
22
万

本
。
５
年
後
に
は
50
万
本
の
輸
出

を
戦
略
と
し
た
い
。
今
日
は
美
味

し
い
ブ
リ
の
ほ
か
海
の
幸
を
味

わ
っ
て
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
、
地
元
で
獲
れ
た

海
産
物
が
所
狭
し
と
並
び
、
来
場

者
ら
が
新
鮮
な
海
の
幸
を
買
い
求

め
ま
し
た
。

　

一
方
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
用
意
さ
れ
、
伊
勢
エ
ビ

最
多
の
１
万
９
千
人
超
え

←炭火で焼かれ香ばしい香り
　を漂わせるヒオウギ貝

伊勢エビの重量当ては
子どもたちに大人気→

の
重
量
当
て
や
模
擬
入
札
、
鮮
魚

の
詰
め
放
題
な
ど
、
魚
好
き
に
は

た
ま
ら
な
い
祭
り
と
な
り
ま
し

た
。

　
「
味み

り
ょ
く力

」
が
豊
富
な
本
町
。
来

場
者
に
は
、
ブ
リ
の
炊
き
込
み
ご

飯
、
刺
し
身
、
タ
タ
キ
、
ブ
リ
汁

の
試
食
が
用
意
さ
れ
た
ほ
か
、
露

店
で
は
地
元
海
産
物
の
浜
焼
き
な

ど
で
、
も
て
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
水
市
か
ら
訪
れ
た
松
元
美
三

子
さ
ん
は
「
お
さ
か
な
祭
り
に
は

毎
年
参
加
し
て
い
る
。
入
札
で
競

り
負
け
て
悔
し
い
」
と
話
し
な
が

ら
も
、
楽
し
ん
だ
様
子
で
し
た
。

↑ブリ三昧の試食を楽しむ来場者

↑模擬入札では１箱 3 千～ 1 万 7 千円　で落札
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長島つわぶきウォーキングを初開催

花のラインが道しるべ
　町が景観整備の一環として進める「ぐるっと一周フラワーロード」。毎年秋
には植栽したツワブキの花が満開となり、黄色い花のラインが島を囲みます。
　ツワブキの花を間近で楽しんでもらおうと、第１回長島つわぶきウォーキン
グが開催され、参加者が鮮やかな花のラインを堪能しました。

　

11
月
30
日
、
町
民
総
合
体
育
館
を

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
第
１
回

長
島
つ
わ
ぶ
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
町
内
外
か
ら
７
４
５

人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
こ
の
日
は
、
あ

い
に
く
の
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
多

く
の
参
加
者
は
事
前
に
雨
具
な
ど
を

準
備
し
て
、悪
天
候
に
備
え
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
、
川
添
健
町
長
が
「
今

年
は
ツ
ワ
ブ
キ
の
花
が
例
年
よ
り
早

く
咲
き
始
め
た
。
満
開
の
峠
は
過
ぎ

た
が
、
ツ
ワ
ブ
キ
も
人
間
も
峠
を
越

え
て
か
ら
が
円
熟
味
を
増
す
。
長
島

の
お
も
て
な
し
を
十
分
楽
し
ん
で
」

と
ユ
ー
モ
ア
い
っ
ぱ
い
に
歓
迎
の
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
、
赤
崎
橋
パ
ー
キ
ン
グ

パ
ー
ク
を
折
り
返
す
７
㌔
と
、
塩
追

集
落
を
通
り
川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷
で

折
り
返
す
13
㌔
の
２
コ
ー
ス
で
、
参

加
者
は
、
ツ
ワ
ブ
キ
の
黄
色
い
花
の

ラ
イ
ン
を
道
し
る
べ
に
、
思
い
思
い

の
ペ
ー
ス
で
歩
き
ま
し
た
。

　

沿
道
で
は
、
ツ
ワ
ブ
キ
の
花
の
ほ

か
季
節
の
花
ば
な
や
、
た
わ
わ
に
実

り
色
づ
き
始
め
た
柑
橘
類
が
参
加
者

の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
途
中
で
は
、
ふ
か
し
た
サ

ツ
マ
イ
モ
や
お
茶
な
ど
が
用
意
さ

れ
、
長
島
の
お
も
て
な
し
を
受
け
た

参
加
者
か
ら
は
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し

た
。

　

毎
年
１
月
と
２
月
に
開
催
す
る

「
す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク
」
と
「
獅
子

島
ウ
ォ
ー
ク
」
に
続
く
３
つ
目
の
同

大
会
を
「
今
後
、
長
島
の
３
大

ウ
ォ
ー
ク
と
し
て
進
め
た
い
」

と
話
す
川
添
町
長
。
参
加

者
か
ら
は
「
ま
た
参
加
し
た
い
」
と

の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

７
㌔
コ
ー
ス
に
参
加
し
た
さ
つ
ま

町
の
久
永
荘
六
さ
ん
、
栄
子
さ
ん
夫

妻
は
「
雨
で
も
楽
し
い
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
だ
っ
た
。
長
島
の
イ
ベ
ン

ト
に
は
何
度
も
足
を
運
ん
で
い
る
。

景
品
も
豊
富
で
満
足
。
来
年
も
ぜ
ひ

参
加
し
た
い
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。

↑雨の中、スタートした大会

気の合う仲間とウォーキングを楽しむ参加者
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学校統合を考える特
　
集

［
推
進
意
見
］

○
中
学
生
当
時
、
校
舎
改
築
に
伴
う

仮
設
校
舎
で
の
授
業
や
、
工
事
の
た

め
狭
く
な
っ
た
校
庭
で
の
運
動
会
を

経
験
し
た
。
今
の
子
ど
も
た
ち
に
、

そ
の
よ
う
な
思
い
を
さ
せ
た
く
な

い
。
既
存
の
中
学
校
を
１
校
に
統
合

し
た
場
合
、
駐
車
場
が
少
な
い
。
学

校
行
事
な
ど
、
現
在
で
も
路
上
駐
車

し
て
い
る
と
聞
く
。
統
合
す
る
と
本

島
全
域
か
ら
保
護
者
ら
が
集
ま
る
の

で
、
駐
車
場
が
確
保
で
き
る
長
島
高

校
跡
地
へ
の
統
合
に
賛
成
で
あ
る
。

○
現
在
、
中
学
校
で
は
免
許
教
科
外

の
授
業
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。
中
学
校
が
１
校

に
統
合
す
れ
ば
、
学
級
数
、
教
員
数

が
増
え
る
。
親
と
し
て
は
、
各
教
科

専
門
の
教
員
に
教
え
て
も
ら
い
た
い

し
、
専
門
の
教
員
が
教
え
た
方
が
、

よ
り
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

○
統
合
は
、
地
域
に
重
点
を
置
く
の

か
、
子
ど
も
た
ち
の
才
能
を
伸
ば
す

た
め
な
の
か
。
こ
れ
ま
で
の
見
直
し

を
求
め
る
意
見
を
見
る
と
、
地
域
や

保
護
者
の
メ
リ
ッ
ト
し
か
見
え
て
い

な
い
。
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
真
剣

に
考
え
る
と
、
社
会
に
出
た
と
き
に

厳
し
い
思
い
は
そ
れ
ぞ
れ
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
早
い
時
期
か
ら
よ
り
大

き
な
集
団
の
中
で
、
勉
強
や
運
動
を

し
て
育
っ
て
ほ
し
い
。

○
人
数
が
少
な
い
た
め
、
や
り
た
い

部
活
動
、
少
年
団
活
動
が
で
き
な
い

子
ど
も
た
ち
や
、
他
校
と
合
同
チ
ー

ム
を
組
ん
で
出
場
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
も
い
る
。
統
合
し
児
童
生
徒
数

が
増
え
れ
ば
、
特
に
中
学
校
は
学
級

編
成
で
人
間
関
係
が
広
が
る
。
こ
れ

ま
で
で
き
な
か
っ
た
部
活
動
も
可
能

に
な
る
。
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
広

大
な
敷
地
の
長
島
高
校
跡
地
が
適
切

で
あ
る
。

○
地
域
の
小
学
校
が
無
く
な
れ
ば
、

寂
し
く
な
る
と
い
う
意
見
が
あ
る

が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
別
に
育
成
会
が
あ
る

の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
育
ん
で
い
け
れ
ば
良
い
の
で

は
な
い
か
。

［
統
合
を
見
据
え
た
意
見
・
要
望
］

□
授
業
参
観
や
体
育
祭
だ
け
で
な

く
、
部
活
動
も
、
日
ご
ろ
か
ら
応
援

に
行
き
た
い
。長
島
高
校
跡
地
に
は
、

路
上
駐
車
せ
ず
に
済
む
よ
う
、
駐
車

場
の
確
保
を
お
願
い
し
た
い
。

□
子
ど
も
た
ち
は
、
今
の
教
員
に
心

を
開
い
て
い
る
。
統
合
後
に
全
て
の

教
員
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
無

い
よ
う
配
慮
し
て
ほ
し
い
。
平
成
29

年
４
月
時
点
で
中
学
３
年
生
に
な
る

子
ど
も
た
ち
は
、
受
験
を
控
え
て
い

る
時
期
に
統
合
と
な
る
。
子
ど
も
の

悩
み
に
対
応
で
き
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
専
門
員
を
配
置
し

て
ほ
し
い
。

□
長
島
高
校
跡
地
は
暗
く
、
う
っ
そ

う
と
し
て
い
る
た
め
、
女
の
子
が
い

る
家
庭
に
と
っ
て
は
不
安
が
あ
る
。

通
学
路
に
街
灯
を
設
置
す
る
な
ど
周

囲
の
環
境
を
整
備
し
、
登
下
校
時
は

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
や
青
パ
ト
を
配
置

す
る
と
と
も
に
、
不
定
期
で
校
内
を

巡
回
す
る
な
ど
対
応
し
て
ほ
し
い
。

□
中
学
校
統
合
時
、
制
服
は
現
在
の

も
の
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
、
成
長
に

合
わ
せ
た
買
い
換
え
時
に
統
一
し
た

い
と
説
明
が
あ
っ
た
が
、
学
校
行
事

で
同
じ
学
年
が
違
う
制
服
で
い
る
こ

と
に
、
違
和
感
が
あ
る
。
統
合
前
か

ら
同
じ
よ
う
な
制
服
に
変
え
て
い
け

る
よ
う
に
考
え
て
ほ
し
い
。

□
小
中
学
校
と
も
統
合
の
話
が
出
て

10
年
近
く
経
過
し
て
い
る
。
時
間
だ

け
が
過
ぎ
る
中
、
早
く
計
画
を
進
め

て
ほ
し
い
。

□
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の
通
学
は
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
に
つ
い
て
も
十
分

考
慮
し
、
保
護
者
負
担
が
な
い
よ
う

お
願
い
す
る
。
運
行
は
、
平
日
だ
け

で
な
く
、
休
日
の
部
活
動
な
ど
に
も

お
願
い
し
た
い
。

［
見
直
し
を
求
め
る
意
見
］

▽
経
済
の
中
心
地
は
鷹
巣
で
あ
り
、

地
域
の
目
が
多
く
、
子
ど
も
た
ち
を

　町教育委員会は、保護者（未就学児の子をもつ
親を含む）を対象とした２回目の意見交換会を実
施しました。（詳細は広報長島 11 月号に掲載）
　引き続き 10 月 27 日から 11 月 19 日まで、獅

学校名 敷地面積
長島高校跡地 約 62,300　

鷹巣中学校 22,211　
川床中学校 19,577　
長島中学校 25,044　
平尾中学校 14,042　

獅子島幼小中学校 9,490　

年度 児童数 生徒数 合計

昭和 36 　3,507  　1,777 　5,284

昭和 56 　1,456 　757 　2,213

平成 18 　675 　382 　1,057

平成 26 　622 　287 　909

長島町立小中学校の児童生徒数の推移（人） 長島高校跡地および各中学校の敷地面積（㎡）

子島を除く９小学校区で再度、地域のかたがたと
意見交換会を実施しました。
　各会場で出された意見などを次のとおり集約し
ましたのでお知らせします。
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平
成
26
年
７
月
15
日
か
ら
11
月

19
日
ま
で
、
小
中
学
校
の
統
合
・

再
編
に
関
わ
る
説
明
会
、
な
ら
び

に
意
見
交
換
会
を
小
学
校
区
ご
と

に
計
26
回
実
施
し
、
延
べ
７
６
７

人
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

小
学
校
の
統
合
・
再
編
に
つ
い

て
は
、
少
人
数
、
複
式
学
級
の
指

導
の
良
さ
を
認
め
つ
つ
も
、
子
ど

も
た
ち
の
将
来
を
見
据
え
た
と

き
、
早
い
段
階
か
ら
、
よ
り
大
き

な
集
団
の
中
で
学
ぶ
こ
と
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
考
え
方
に
触
れ
、
お
互

い
の
良
さ
を
認
め
な
が
ら
自
分
の

良
さ
も
発
揮
し
、
堂
々
と
自
分
の

考
え
を
表
現
す
る
力
が
培
わ
れ
て

い
く
な
ど
、
自
立
へ
の
基
礎
を
培

う
こ
と
を
意
図
し
て
い
ま
す

　

中
学
校
の
統
合
・
再
編
に
つ
い

て
は
、
卒
業
後
は
進
学
、
就
職
な

ど
の
理
由
で
町
を
離
れ
て
い
く
子

ど
も
た
ち
に
、
長
島
町
と
い
う
こ

の
町
で
一
緒
に
育
っ
た
と
い
う
一

体
感
を
持
ち
つ
つ
、
の
び
の
び
と

学
び
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
、

あ
る
い
は
支
え
合
う
気
持
ち
を
身

に
付
け
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

　

統
合
・
再
編
に
よ
り
学
級
数
が

増
え
る
こ
と
で
、
教
員
配
置
が
多

く
な
り
、
複
数
の
教
科
で
複
数
の

教
員
が
互
い
に
指
導
力
を
高
め
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
力
を
い
っ

そ
う
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
、
小
・
中
学
校
の
連
携
も
今
ま

で
以
上
に
緊
密
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。

　

新
設
中
学
校
の
位
置
に
つ
い
て

は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
環
境
で
子

ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
学
習
を

展
開
し
、
部
活
動
に
つ
い
て
も
活

動
の
幅
が
広
が
る
、
広
大
な
敷
地

の
長
島
高
校
跡
地
を
活
用
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

説
明
会
・
意
見
交
換
会
に
参
加

さ
れ
た
か
た
か
ら
は
、
前
に
あ
げ

た
よ
う
に
子
ど
も
を
中
心
に
据
え

た
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
括
す
る
と
、小
学
校
の
統
合
・

再
編
に
つ
い
て
は
、
も
ろ
手
を
挙

げ
て
賛
成
と
は
言
い
難
い
が
、
子

会場 参加者
質問者数

推進

意見

見据えた

意見

見直し

意見
その他

鷹巣 175  28 1 3 21 3

川床 56 16 1 5 4 6

田尻 71 19 2 7 　5 5

伊唐 30 10 3 　4 2 　1

本浦 48 15 4 5 　0 　6

城川内 94 21 9 5 3 4

平尾 166 20 10 8 0 2

蔵之元 82 29 8 8 3 10

汐見 45 14 5 3 1 5

合計 767 172 43 48 39 42

割合（％） 33.1 36.9 30.0 -　

特集　学校統合を考える

説明会や意見交換会の状況

子
ど
も
た
ち
の
自
立
を
促
す
統
合
・
再
編
を

見
守
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、長
島
高
校
跡
地
は
暗
く
、う
っ

そ
う
と
し
て
お
り
、
見
守
る
人
も
少

な
く
安
全
面
で
不
安
が
あ
る
。
鷹
巣

地
区
に
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
開
発

し
、
町
の
整
備
が
行
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
設
備
も
活
用

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
鷹
巣
を
中

心
に
進
め
る
こ
と
が
最
善
の
方
策
で

あ
る
。

▽
鷹
巣
中
学
校
の
敷
地
が
狭
い
こ
と

に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
山
手

の
方
を
広
げ
る
こ
と
で
改
善
で
き

る
。
の
び
の
び
と
し
た
環
境
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
も
、
か
つ
て
５
０
０

人
を
超
え
た
生
徒
数
が
い
た
学
校
な

の
で
、
さ
ほ
ど
窮

き
ゅ
う
く
つ屈

で
は
な
い
。

▽
鷹
巣
、
長
島
の
両
中
学
校
そ
れ
ぞ

れ
の
校
舎
を
増
築
し
、
旧
両
町
に
１

校
ず
つ
と
し
た
方
が
よ
い
。
新
し
く

１
校
を
新
築
す
る
よ
り
も
経
費
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
、
浮
い
た
経
費
を

他
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
に
使
う
こ
と

で
学
校
生
活
が
活
気
づ
く
。
他
校
と

の
ラ
イ
バ
ル
意
識
も
大
切
な
こ
と
で

あ
り
、
本
島
地
区
に
１
校
と
い
う
統

合
は
、
人
口
推
移
を
見
て
今
後
段
階

的
に
移
行
す
べ
き
だ
。

▽
地
域
は
、
運
動
会
な
ど
学
校
と
の

関
わ
り
が
多
く
、
学
校
が
あ
る
こ
と

で
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
愛
着
の
あ
る

学
校
が
無
く
な
る
と
地
域
住
民
の
楽

し
み
が
無
く
な
り
、
地
域
が
空
洞
化

す
る
。
地
域
が
子
ど
も
た
ち
を
育
て

る
が
、
逆
に
子
ど
も
た
ち
が
地
域
を

育
て
る
部
分
も
あ
る
。
小
学
校
だ
け

は
各
地
域
に
残
し
て
ほ
し
い
。

ど
も
た
ち
の
将
来
を
考
え
て
や

む
な
し
と
い
う
校
区
が
多
く
、

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
地
元
の

中
学
校
区
に
統
合
し
て
ほ
し
い

と
い
う
校
区
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
で
、そ
の
他
の
校
区
で
は
、

推
進
委
員
会
か
ら
答
申
を
受
け

て
説
明
し
て
き
た
長
島
高
校
跡

地
へ
の
統
合
・
再
編
を
望
む
と

い
う
声
が
多
か
っ
た
と
理
解
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま

え
、
改
め
て
教
育
委
員
会
と
し

て
の
方
針
を
川
添
健
町
長
に
報

告
し
、
小
中
学
校
の
統
合
・
再

編
に
向
け
た
「
長
島
町
立
小
中

学
校
設
置
条
例
」
の
改
正
に
つ

い
て
判
断
、
議
会
に
上
程
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
依
頼
し
ま
し

た
。
同
時
に
議
会
に
対
し
て
も

行
政
報
告
会
と
い
う
形
で
同
様

に
報
告
し
、
平
成
18
年
の
合
併

以
来
の
大
き
な
懸
案
事
項
に
対

し
て
英
断
を
下
さ
れ
る
よ
う
依

願
し
ま
し
た
。

　

ご
多
用
の
中
、
会
場
を
提
供

し
、
長
島
の
子
ど
も
た
ち
に
寄

せ
る
熱
い
思
い
を
数
多
く
語
っ

て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
、
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

長
島
町
教
育
委
員
会

※複数回の発言も１人としてカウントしています
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i n f o r m a t i o n
　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
（
財
政
健
全
化
法
）

で
は
、
毎
年
度
、
前
年
度
の
決
算
を

提
出
し
た
後
、健
全
化
判
断
比
率（
実

質
赤
字
比
率
、連
結
実
質
赤
字
比
率
、

実
質
公
債
費
比
率
、将
来
負
担
比
率
）

と
、
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
比

率
を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
決
算
に
基

づ
く
長
島
町
の
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

１　

健
全
化
判
断
比
率	

　

①
実
質
赤
字
比
率

　

各
年
度
の
経
営
状
況
を
示
す
指
標

で
、
一
般
会
計
な
ど
の
実
質
的
な
赤

字
額
が
、
標
準
的
な
状
態
で
収
入
が

見
込
ま
れ
る
自
治
体
の
一
般
財
源
の

規
模
（
標
準
財
政
規
模
）
に
占
め
る

比
率
を
表
し
ま
す
。
本
町
の
一
般
会

計
な
ど
は
黒
字
の
た
め
、
実
質
赤
字

比
率
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

実
質
赤
字
比
率
が
一
般
会
計
な
ど

の
実
質
的
な
赤
字
額
で
あ
る
の
に
対

し
、
こ
ち
ら
は
自
治
体
の
す
べ
て
の

会
計
を
通
し
て
の
赤
字
額
が
、
標
準

財
政
規
模
に
占
め
る
比
率
を
表
し
て

い
ま
す
。
本
町
の
全
て
の
会
計
は
黒

字
の
た
め
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
は

算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

③
実
質
公
債
費
比
率

　

自
治
体
の
公
債
費
に
よ
る
財
政
負

担
の
度
合
い
を
判
断
す
る
指
標
で
、

３
カ
年
の
平
均
で
示
さ
れ
ま
す
。
公

債
費
と
は
、
自
治
体
が
発
行
し
た
町

債
の
元
本
の
返
済
や
利
息
の
支
払
い

な
ど
に
要
す
る
経
費
で
す
。
本
町
の

実
質
公
債
費
比
率
は
９
・
４
％
と
な

り
、
早
期
健
全
化
基
準
25
％
を
大
き

く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

④
将
来
負
担
比
率

　

自
治
体
が
将
来
に
支
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
財
政
負
担
が
、
標

準
財
政
規
模
の
何
倍
に
あ
た
る
か

を
示
す
指
標
で
す
。
本
町
の
将
来

負
担
比
率
は
２
・
４
％
と
な
り
、
早

期
健
全
化
基
準
（
３
５
０
％
）
を
大

き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

２　

資
金
不
足
比
率

　

簡
易
水
道
や
下
水
道
事
業
な
ど
の

公
営
企
業
ご
と
の
各
年
度
の
経
営
状

況
を
示
す
指
標
で
、
各
公
営
企
業
の

資
金
の
不
足
額
が
各
企
業
の
事
業
の

規
模
（
料
金
収
入
の
規
模
）
に
占
め

る
比
率
を
表
し
ま
す
。
本
町
の
公
営

企
業
に
資
金
不
足
が
生
じ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
資
金
不
足
比
率
は
算
定

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（※）「実質赤字比率」および「連結実質赤字比率」で指標（％）の表記がない（「－」
で表記している）のは、実質赤字額および連結実質赤字額がないことを表しています。

○長島町の平成 25年度決算に基づく各指標
★健全化判断比率

★資金不足比率

（単位：％）

（単位：％）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
財
政
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

○
各
指
標
の
基
準

　

各
指
標
の
基
準
を
サ
ッ
カ
ー
に

例
え
る
と
、
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
に

相
当
す
る
の
が
「
早
期
健
全
化
基

準
」お
よ
び「
経
営
健
全
化
基
準
」。

レ
ッ
ド
カ
ー
ド
に
相
当
す
る
の
が

「
財
政
再
生
基
準
」
で
す
。
４
つ

の
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
１
つ
で
も
「
早
期
健
全
化

基
準
」
以
上
と
な
る
と
「
早
期
健

全
化
団
体
」
と
な
り
、「
財
政
健

全
化
計
画
」
を
策
定
し
、
自
主
的

な
改
善
努
力
に
よ
る
財
政
の
早
期

健
全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
同
様
に
「
財
政
再
生

基
準
」
以
上
と
な
る
と
「
財
政
再

生
団
体
」
と
な
り
、「
財
政
再
生

計
画
」
を
策
定
し
、
国
、
県
の
強

力
な
関
与
の
下
で
確
実
な
財
政
の

再
生
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
資
金
不
足
比
率
が
「
経

営
健
全
化
基
準
」
以
上
に
な
る
と

「
経
営
健
全
化
団
体
」と
な
り
、「
経

営
健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
、
公

営
企
業
の
経
営
健
全
化
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
25
年
度
財
政
指
標
を
公
表

平成 25年度指標 平成24年度(参考) 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 － ( ※ ) － ( ※ ) 14.60 20.0

②連結実質赤字比率 － ( ※ ) － ( ※ ) 19.60 30.0

③実質公債費比率 9.4 		9.5 25.0 35.0

④将来負担比率 2.4 12.8 350.0

平成 25年度指標 平成24年度 (参考 ) 経営健全化基準

簡易水道特別会計

資金不足額

無し

資金不足額

無し
20.00

諸浦港埠頭特別会計

農業集落排水特別会計

漁業集落環境整備特別会計

特定地域生活排水処理特別会計
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◇
償
却
資
産
の
申
告
を
！

期
限
は
平
成
27
年
２
月
２
日
（
月
）

　

法
人
や
自
営
業
者
な
ど
で
、
そ
の

事
業
に
使
用
す
る
償
却
資
産
（
10
㌗

未
満
の
個
人
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設

備
、家
屋
と
し
て
課
税
さ
れ
る
建
物
、

自
動
車
お
よ
び
軽
自
動
車
、
小
型
特

殊
自
動
車
お
よ
び
二
輪
の
小
型
自
動

車
な
ど
は
除
く
）
の
所
有
者
は
、
毎

年
１
月
１
日
現
在
に
お
け
る
償
却
資

産
に
つ
い
て
、
そ
の
所
在
・
種
類
・

数
量
・
取
得
時
期
・
取
得
価
格
・
耐

用
年
数
・
見
積
価
格
な
ど
、
償
却
資

産
課
税
台
帳
の
登
録
お
よ
び
価
格
決

定
に
必
要
な
事
項
を
、
２
月
２
日

（
月
）
ま
で
に
償
却
資
産
の
所
在
地

の
市
町
村
長
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

期
限
内
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

ＴａｘＮｅｗｓ納期内納入にご協力ください

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
７
２
［
直
通
］

町県民税（４期）
国民健康保険税（6 期）
介護保険料（6 期）
後期高齢者医療保険料（6 期）

納税が町の活力を支えます
納付期限 12 月 26 日（金）
　口座振替のかたは、12 月 25 日（木）に口座引き落と
しをしますので、預金残高などの確認をお願いします。

　

町
で
は
、
12
月
を
「
町
税
完
納
月
間
」
と
定
め
、
町
税
の
確
保
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

軽
自
動
車
税
、
固
定
資
産
税
、
町
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

料
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
は
、
12
月
26
日
（
金
）
が
最
後
の

納
付
期
限
と
な
り
ま
す
。

　

納
税
は
、
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
で
す
。
自
ら
進
ん
で
12
月
の
「
町
税
完

納
月
間
内
」
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

12 月が納付期限となるのは

臨
時
給
付
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
に
伴

う
、
低
所
得
者
層
、
子
育
て
世
帯
層
へ
の
負
担

を
緩
和
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
暫
定
的
・
臨
時

的
な
措
置
が
、「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と
「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
申
請
期
限
は
、
平
成
27
年
１
月
14

日
（
水
）
で
す
。

　

申
請
が
お
済
み
で
な
い
か
た
は
、
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

［
臨
時
福
祉
給
付
金
］

　

平
成
26
年
度
分
の
町
民
税
（
均
等
割
）
が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
か
た
。

　

た
だ
し
、
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
か
た
が
課

税
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
生
活
保
護
の
被
保
護

者
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
対
象
外
。

［
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
］

　

平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当
受
給
者
。

※
対
象
者
と
思
わ
れ
る
か
た
に
は
、
平
成
26
年

７
月
に
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
長
島
６
月
号
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課　

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

◇
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
社
会
保

険
料
の
控
除
対
象

　

国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

平
成
26
年
分
の
確
定
申
告
ま
た
は
年

末
調
整
で
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
（
平
成
26
年
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
さ
れ

た
額
だ
け
が
控
除
対
象
）。

　

証
明
書
は
、
税
務
課
で
無
料
で
発

行
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
１
月
１
日
以
降

に
納
付
さ
れ
た
場
合
は
、
平
成
27
年

分
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

です。

9 広報ながしま



11
月

１
日

２
日

４
日

５
日

６
日

７
日

９
日

10
日

11
日

13
日
～
14
日

15
日

15
日
～
16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

22
日

23
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

平
尾
中
学
校
創
立
50
周
年
記
念
式
典

（
平
尾
中
学
校
）

町
内
集
落
運
動
会
訪
問（
汐
見
・
小
浜
・
蔵
之
元
）

九
州
電
力
説
明
会　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

町
村
会
福
祉
事
務
所
研
修
会　
（
鹿
児
島
市
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

県
市
町
村
長
防
災
研
修
会　
　
（
鹿
児
島
市
）

市
町
村
政
研
修
会　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

幣
串
漁
港
浮
き
桟
橋
完
成
祝
賀
会（
獅
子
島
）

第
９
回
長
島
町
総
合
文
化
祭（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

桃
源
郷
本
館
改
修
一
部
増
築
竣
工
式（
桃
源
郷
）

鷹
巣
駐
在
所
建
築
お
よ
び
旧
庁
舎
跡
地
整
備

安
全
祈
願
祭　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
揚
）

北
薩
地
区
植
樹
祭　
　
　
　
　
（
さ
つ
ま
町
）

全
国
過
疎
地
域
定
期
総
会　
　
　
（
東
京
都
）

第
59
回
長
島
一
周
駅
伝
競
走
大
会　
（
町
内
）

関
東
な
が
し
ま
会　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

後
期
高
齢
者
医
療
連
合
会
定
例
会（
鹿
児
島
市
）

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
臨
時
評
議
員
会（
東
京
都
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
会
（
東
京
都
）

全
国
町
村
長
大
会　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

全
国
水
産
業
振
興
・
漁
村
活
性
化
推
進
大
会
（
東
京
都
）

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会　
（
東
京
都
）

地
方
創
生
担
当
大
臣
全
国
懇
談
会（
東
京
都
）

県
国
保
地
域
医
療
学
会　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

第
７
回
お
さ
か
な
祭
り　
　
　
　
　
（
薄
井
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
商
工
会
）

町
長
予
算
査
定　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会（
出
水
市
）

市
町
村
総
合
事
務
組
合
第
２
回
定
例
会（
鹿
児
島
市
）

県
信
用
保
証
協
会
監
事
会　
　
（
鹿
児
島
市
）

長
島
町
議
会
第
４
回
臨
時
会　
　
　
（
役
場
）

平
成
27
度
当
初
予
算
編
成
説
明
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

北
薩
摩
観
光
物
産
展
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス（
鹿
児
島
市
）

第
１
回
つ
わ
ぶ
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　
（
町
内
）

を活用し地域農業の発展を
～シリーズ第２回～

林課が教える知って得するマメ知識農　農業が厳しい状況に直面している中で、地域農
業を発展させていくためには、人（担い手）と農
地の問題を一体的に解決する必要があります。
　
　それぞれの集落・地域が抱える農業に関する問
題を解決するため、集落や地域で話し合いを通じ
てできる「未来の設計図」を「人・農地プラン」
といいます。
　町では、まず地域ごとの実情に応じた適切な話
し合いが大切と考えています。その背景には、農
業者の高齢化や耕作放棄地の拡大、後継者不足・
農地流動化（農地の貸し借り）が進まなくなった
などの現状があるからです。
　今後の農業の中心となる後継者の確保や育成、
農地をどのように活用するか、地域農業のあり方
などについて、毎年話し合いを行い、見直すこと
が大切です。

←農業経営者のみで
なく、配偶者や子ど
も、農業法人、新規
就 農 者 な ど が 参 加
し、話し合うことが
大切

「人・農地プラン」のさまざまなメリット

☆中心経営体に位置付けられると…

①青年就農給付金の給付
　→原則 45歳未満の認定新規就農者で独立・自
　営就農するかた
②スーパーＬ資金の当初５年間無利子化
　→認定農業者
※スーパー L資金とは、農業経営改善計画の認
定を受けた人の自主性と創意工夫を生かした経営
改善を、資金面で応援する総合的な資金
③経営体育成支援事業
　　適正な人・農地プラン作成地域で経営改善を
　目指す意欲ある経営体に、経営規模の拡大や多
　角化を図っていくために必要な農業用機械・施
　設整備費の一部を国が直接支援
☆農地中間管理機構に農地を貸し付けると…

①経営転換協力金・耕作者集積協力金の給付
　→農地を貸し付けるかた
②地域集積協力金の給付
　→地域で一定割合以上の面積をまとめて貸し付
　ける地域

◎問い合わせ先　
　役場農林課農政係　
　☎（88）5670［直通］

人・農地プラン
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高
千
穂
の
溶ら

ば岩
あ
か
あ
か
と
鷹
渡
る
　
　
　
淵
脇
　
　
護

秋
日
濃
し
流
れ
異
な
る
潮
匂
ふ
　
　
　
　
　
山
嵜
加
代
子

さ
て
囲い

ろ

り
炉
裏
て
れ
び
は
ど
こ
に
据
ゑ
や
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
階
堂
妙
子

新
米
の
湯
気
ほ
の
ぼ
の
と
誕
生
日
　
　
　
　
迫
口
　
君
代

馬
肥
ゆ
る
今
日
も
あ
し
た
も
筑
前
煮
　
　
　
筑
前
　
初
市

花
蕎
麦
や
風
に
道
あ
る
流
れ
あ
り
　
　
　
　
大
堂
　
早
苗

ビ
ル
谷
間
月
の
か
け
ゆ
く
天
体
シ
ョ
ー
　
　
関
　
佳
代
美

貧
し
く
も
笑
顔
そ
ろ
う
や
囲
炉
裏
端
　
　
　
坂
木
　
基
広

灰
の
中
餅
を
焼
い
て
た
囲
炉
裏
端
　
　
　
　
大
堂
　
正
弘

ゆ
る
や
か
な
潮
の
流
れ
に
船
ま
か
せ
糸
た
ぐ
る
人
磯
に
見

て
立
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫
平
　
頼
子

寒
き
風
受
け
て
段
畑
の
向ひ
ま
わ
り

日
葵
は
落
日
の
光
吸
は
む
ご
と

咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
尾
　
和
子

両
親
の
墓
を
移
す
と
甥
と
姪
わ
れ
に
暇
い
と
ま

告
ぐ
秋
月
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
之
下
典
子

久
び
さ
に
出
会
ひ
し
恩
師
九
十
八
歳
と
ふ
姿
勢
正
し
き
姿

胸
う
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
タ
マ
エ

美
味
と
言
ひ
て
目
を
細
め
た
る
老
人
に
吾
も
癒
さ
れ
一
品

添
ゆ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
田
美
代
子

久
び
さ
に
照
る
朝
の
日
を
ま
ぶ
し
み
て
番
つ
が
い

の
黄
蝶
藤
棚
出い

で
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
畑
　
松
枝

秋
霞
湾
を
包
み
て
獅
子
島
は
み
か
ん
の
香
り
山
に
溢
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
元
　
睦
子

［
短
歌
］

表
情
の
な
く
せ
し
認
知
友
達
は
筆
も
つ
姿
す
ば
ら
し
き
か

な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

脇
を
締
め
右
か
ら
一
気
に
両
の
手
で
戸
開
け
る
如
く
と
打

撃
コ
ー
チ
言
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
木　

良
雄

世
之
中
は
話
し
相
手
が
居
る
な
ら
ば
生い
き
が
い

甲
斐
有
り
て
惚
け

な
き
事
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

　1 話 3 ～ 5 分程度で読める、
読み聞かせ、ひとり読みのため
のお話集です。

い
わ
い　

と
し
お　

著

　 こ ん ど の 100 か い だ て は、
うみのなか。どんないきものが
すんでるかなぁ…。

う
み
の
１
０
０
か
い
だ
て
の
い
え

長
沼　

毅　

監
修

「
な
ぜ
？
」
に
答
え
る
科
学
の
お
話

３
６
６

居
る
は
ず
の
友
は
留
守
に
て
手
土
産
の
品
を
テ
ー
ブ
ル
に

広
げ
て
か
へ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
映
子

菜
園
の
め
ぐ
り
に
揺
る
る
丈
高
き
秋こ
す
も
す桜

の
花
満
ち
て
抱
き

た
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
尾
　
　
操

霜
月
の
流
星
流
る
と
待
つ
深
夜
闇
に
吹
く
風
耐
へ
て
立
ち

を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
ち
江

長
島
の
嶺
に
風
車
の
見
へ
初
め
て
安
ら
ぐ
家
路
の
瀬
戸
橋

渡
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
房
代
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町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
27

年
度
奨
学
生
を
次
の
要
領
で
募
集

し
ま
す
。

○
奨
学
生
の
種
類

［
高
等
学
校
］

・
採
用
人
数
＝
若
干
名

・
貸
与
月
額
＝
２
万
円

［
大
学
な
ど
］

・
採
用
人
数
＝
若
干
名

・
貸
与
月
額
＝
４
万
円

○
応
募
資
格

　

町
内
に
保
護
者
が
居
住
し
、
平

成
27
年
４
月
に
高
等
学
校
・
大
学

な
ど
に
入
学
ま
た
は
在
学
中
の
生

徒※
奨
学
資
金
は
、
他
の
制
度
と
二

重
に
借
り
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

○
提
出
書
類

・
奨
学
金
貸
与
申
請
書

・
奨
学
生
推
薦
調
書

・
連
帯
保
証
人
の
所
得
証
明
書

・
納
税
証
明
書

○
提
出
期
限

　

平
成
27
年
１
月
30
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　

☎
（
88
）
５
６
７
９
［
直
通
］

　

調
理
師
の
資
質
向
上
を
目
的
と

す
る
研
修
事
業
な
ど
を
円
滑
に
実

施
で
き
る
よ
う
、
調
理
師
法
に
基

づ
き
、
２
年
に
一
度
「
調
理
師
業

務
従
事
者
届
」
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

○
届
出
の
必
要
な
人

　

調
理
師
免
許
を
持
っ
て
い
る
人

で
、
平
成
26
年
12
月
31
日
現
在

で
、
県
内
の
寄
宿
舎
や
、
学
校
、

病
院
、
社
会
福
祉
施
設
、
飲
食
店

そ
の
他
多
人
数
に
飲
食
物
を
提
供

す
る
施
設
な
ど
で
調
理
業
務
に
従

事
し
て
い
る
人

○
提
出
期
限

　

平
成
27
年
１
月
15
日
（
木
）

※
様
式
は
、
県
庁
健
康
増
進
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

○
提
出
先

　

鹿
児
島
市
を
除
く
県
内
市
町
村

で
調
理
業
務
に
従
事
す
る
人
は
、

就
業
地
を
管
轄
す
る
県
の
保
健
所

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
健
康
増
進
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
１
７

　

出
水
保
健
所

　

☎
（
62
）
１
６
３
６

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
毎
年
１
月

18
日
を
「
１
１
８
番
の
日
」
に
制

定
し
て
い
ま
す
。
次
の
よ
う
な
場

合
に
は
、局
番
な
し
の
「
１
１
８
」

番
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

・
海
難
事
故
に
遭
遇
、
ま
た
は
目		

撃
し
た

・
油
の
排
出
な
ど
を
発
見
し
た

・
不
審
な
船
を
発
見
し
た

・
密
航
、
密
輸
事
犯
な
ど
の
情
報

を
得
た　

な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

串
木
野
海
上
保
安
部
管
理
課

　

☎
０
９
９
６
（
32
）
２
２
０
５

ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育
に
は
飼
育

届
け
の
提
出
を

　

ミ
ツ
バ
チ
群
の
配
置
を
適
正
に

す
る
こ
と
で
、
ミ
ツ
バ
チ
に
よ
る

蜂
蜜
の
増
産
を
図
る
と
と
も
に
、

農
作
物
の
花
粉
交
配
の
効
率
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
養
蜂
振
興
法

が
改
正
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
ミ

ツ
バ
チ
を
飼
育
し
て
い
る
人
は
、

毎
年
１
月
末
ま
で
に
飼
育
届
け
の

提
出
が
必
要
で
す
。
す
で
に
提
出

し
て
い
る
人
で
、
来
年
も
引
き
続

き
飼
育
す
る
予
定
の
人
は
、
改
め

て
提
出
が
必
要
で
す
。

○
提
出
期
限

　

平
成
27
年
１
月
30
日
（
金
）

◎
提
出
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
５
３
１

財
産
相
続
の
税
制
改
正

　

平
成
27
年
１
月
１
日
以
降
に
相

続
ま
た
は
遺
贈
に
よ
り
所
得
す
る

財
産
に
か
か
わ
る
相
続
税
が
改
正

さ
れ
ま
す
。
故
人
か
ら
、
各
相
続

人
が
相
続
や
遺
贈
な
ど
で
過
去
３

年
以
内
に
取
得
し
た
合
計
額
が
、

次
に
示
す
算
出
額
の
と
お
り
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
。

○
改
正
前

　

５
千
万
円
＋
（
１
千
万
円
×
法

定
相
続
人
数
）

○
改
正
後

　

３
千
万
円
＋
（
６
０
０
万
円
×

法
定
相
続
人
数
）

　

申
告
お
よ
び
納
期
限
は
、
被
相

続
人
が
死
亡
し
た
日
の
翌
日
か
ら

10
カ
月
以
内
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

海
の
「
も
し
も
」
は
１
１
８
番

調
理
師
の
皆
さ
ん
へ

平
成
27
年
度
長
島
町
奨
学
生
を

募
集
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鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

で
の
国
籍
事
務
（
帰
化
、
国
籍
取

得
、
国
籍
離
脱
な
ど
）
は
、
平
成

27
年
１
月
１
日
か
ら
鹿
児
島
地
方

法
務
局
戸
籍
課
で
取
り
扱
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
戸
籍
課

　

☎
０
９
９
（
２
５
９
）
０
６
６
８

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研

修
協
会
で
は
、
海
外
派
遣
を
通
じ

て
、
互
い
の
理
解
や
交
流
を
深

め
、
国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的

に
、
次
の
事
業
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

○
内
容

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
文
化
交
流
、
学
校
体
験
、
英

語
研
修
、
地
域
見
学
、
野
外
活
動

な
ど

○
派
遣
先

　

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ィ

ジ
ー
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、フ
ィ

リ
ピ
ン

○
日
程

選挙の大切さを学ぶ

選 挙 人 名 簿 っ て な に ？
　選挙権を持っていても、実際に投票するためには、
本町の選挙管理委員会が管理する名簿に登録されてい
なければなりません。
　この名簿のことを選挙人名簿といいます。選挙人名
簿は、すべての選挙に共通して使われます。
　これは、正しい選挙を円滑に行うための大切な制度
です。

○被登録資格
　選挙人名簿に登録されるのは、その市町村に住所を
持つ満 20歳以上の日本国民で、その住民票がつくら
れた日（他の市町村からの転入者は転入届をした日）
から引き続き３カ月以上、その市町村の住民基本台帳
に記録されている人です。

○登　録
　選挙人名簿への登録は、毎年３月、６月、９月、
12月（登録月）の２日に定期的に行われるとともに
（定時登録）、選挙が行われる場合にも行われます（選
挙時登録）。
　いったん登録されると、抹消されない限り永久に有
効なため、名簿は「永久選挙人名簿」とも呼ばれます。

◎問い合わせ先　
　選挙管理委員会（役場総務課内）
　☎（86）1111［代表］

小
学
生
～
高
校
生
ま
で
の
春
休

み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集

　

平
成
27
年
３
月
25
日
（
水
）
～

４
月
５
日
（
日
）

○
対
象

　

小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生

○
参
加
費

　

35
万
８
千
～
49
万
８
千
円

○
申
込
締
切

　

平
成
27
年
２
月
２
日
（
月
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３
（
６
４
１
７
）
９
７
２
１

　

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
統
計
法
に
基

づ
く
報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計

調
査
で
す
。
調
査
の
結
果
は
中
小

企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基

礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま

す
。
調
査
票
に
記
入
い
た
だ
い
た

内
容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外

（
税
の
資
料
な
ど
）
に
使
用
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
安

心
し
て
正
確
な
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。

◯
調
査
対
象

　

製
造
事
業
所

◯
調
査
期
間

　

12
月
～
平
成
27
年
1
月

◯
調
査
時
点

　

12
月
31
日

◯
調
査
内
容

　

事
業
所
数
、
従
業
者
数
、
製
造

品
出
荷
額
、
原
材
料
使
用
額
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
統
計
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
７
９

　

役
場
企
画
財
政
課
広
報
統
計
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

国
籍
事
務
の
取
り
扱
い
は
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★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

来年は国民文化祭も

島の文化芸能一堂に長
　11 月８～９日、町文化ホールで第９回長島町総合
文化祭がありました。
　平成 27 年に県および県内全市町で開催される「第
30 回国民文化祭かごしま 2015」を前に「プレ国民文
化祭」と題した同祭。文化協会加盟団体による芸能・
非芸能部門に合わせて 42 団体が参加・出展しました。
　開会式で竹之内重信長島町文化協会長が「各種団体
が日々研さんを積み重ね、今日を迎えた。どの作品も
１年の集大成となっている。最後まで楽しんで」とあ
いさつしました。
　同ホールのステージでは、園児によるマーチングや
バレエ、合唱などが発表され、観客から大きな拍手が
沸きました。ロビー内で野だてによるもてなしがあっ
たほか、隣接する B&G 体育館内で盆栽や書道、写真
などが展示され、来館者らが作品に見入っていました。

　11 月 22 ～ 23 日、東京都池袋サンシャインシ
ティで、アイランダー 2014 が開催されました。
　全国の離島振興の関係者らが一堂に会す同イベ
ント。本町ブースでは、獅子島への定住促進につ
いての相談や同島の特産品販売を行いました。
　「獅子島」という名前に興味をそそられ、場所
や交通手段を尋ねる来場者や、リピーターが多く
訪れ、用意した特産品は 2 日間で完売し、本町
や獅子島の魅力を発信しました。

音楽発表会を開催

和のとれたハーモニー♪調
　11 月５日、第９回長島町小・中学校音楽発表
会が町文化ホールでありました。
　町内の 14 小・中学校が参加し、日頃の練習の
成果を発揮しました。合奏や合唱のほか和太鼓の
演奏などを披露し、観客に訪れた保護者らを魅了
しました。
　審査員を務めた、霧島国際音楽ホールの中山拓
郎芸術文化専門員は「素晴らしい演奏ばかり。調
和のとれたハーモニーで、長島の素晴らしい環境
だからこその合唱だった」と絶賛しました。 アイランダー 2014 で獅子島を PR

の魅力を都内で発信島

↑元気よくのびのびと歌う児童

↑島の魅力を紹介するキャンペーンレディ（右端）

↑東保育園男児による
遊戯

←作品に見入る来館者
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ロボットコンテストに初出場

巣中学校が優勝・準優勝鷹
　第 14 回創造アイデアロボットコンテスト鹿児島県
中学生大会（県中学校技術家庭科教育研究会主催）が、
10 月 25 日、鹿児島市で行われ、初出場した鷹巣中学
校（大堂裕治校長）のロボットが優勝・準優勝し、九
州大会への出場を決めました。
　授業内部門に出場した「シリウス」と「アルキメデ
ス」の２つのロボットは、同校の５人の生徒が夏休み
後半から、平日の昼休みなどを利用して制作したもの。
小牟礼翼教諭の指導を受けながら、部品一つ一つを組
み立てて制作しました。
　大会は、１分間に自陣のコート上にあるアイテム
を、いかに多く相手コートに移すことができるかを競
うルールで、白熱した展開となりました。
　ロボットを製作した平元悠太君（２年）は「ロボッ
トの製作や操作の練習に励み、結果を残すことができ
て嬉しい。九州大会も頑張りたい」と喜びました。

桃源郷で竣工式

域に密着した施設を地
　本館の改修工事と一部増築工事を進めていた、
社会福祉法人東長会特別養護老人ホーム桃源郷

（中納武德理事長）で、11 月９日、工事竣工式が
ありました。
　施設入所者や関係者らが出席した式では、川添
健町長が「社会全体で介護サービスは充実しつつ
あるが、老老介護は増加傾向にある。基盤整備を
行い、地域になじんだ施設になってほしい」と祝
辞を述べました。
　式の後、桃源郷祭りが同施設で行われ、地域住
民らが一緒になって祭りを楽しみました。

鷹巣駐在所が新しくなります

心・安全な町に一歩前進安
　鷹巣駐在所住宅・事務所新築工事および鷹巣旧
庁舎跡地整備工事の安全祈願祭が、11 月 10 日、
ありました。
　駐在所が建設されるのは、上揚集落にある旧東
町役場跡地。式では川添健町長をはじめ、前山良
民阿久根警察署長や、工事関係者ら約 30 人が神
事を執り行い、工事の無事を祈願しました。
　前山署長は「町の発展のため、尽力したい。地
域の協力をたまわりながら、安心・安全な町づく
りを進めたい」と話しました。

↑入所者らを前に祝辞を述べる川添町長

↑工事の無事を願い、予定地を清める宮司

↑川添町長に優勝・準
優勝を報告

←ロボットを操作し、
川添町長に説明する生
徒ら

15 広報ながしま



★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

出水地区のチームが集結

内初の一般ソフトボール大会町
　長島町ソフトボール協会（下塩見浩会長）主催に
よる、第１回長島町一般社会人ソフトボール大会が、
11 月２日、城川内運動場でありました。
　町内の長島ＳＣ、Ｔ．Ｔ．チョッパー、Ｂ・ブリッ
ジーズ、キャッツの４チームのほか、出水市、阿久根
市からも各２チームが参戦。８チームによるトーナメ
ント戦では、白熱した試合展開に、試合を見守る他の
チームからも歓声があがりました。
　出水市から参加した神之田武文さんは「出水地区で
は、このような大会が無かったので嬉しい。次回も参
加したい」と笑顔で話しました。
　記念の第１回大会は、出水市の白虎隊が優勝を手に
しました。その他の大会結果は次のとおりです。

［準優勝］出水スーパースターズ（出水市）
［３位］長島ＳＣ（長島町）、友心会（阿久根市）

　片側自主防災会（杉原薫会長）は、11 月 24 日、
同会設立後初の防災訓練を行いました。
　地震による土砂災害発生を想定し、防災無線で
住民に避難を呼びかけると、班ごとに緊急集合場
所に集合し、指定の避難所へ避難しました。
　住民らは訓練後も、煙体験や消火訓練、地図を
利用した地域で作る地区防災計画の作り方など、
熱心に取り組みました。
　杉原会長は「初めての訓練で不安があったが多
くの住民が参加し、住民の防災意識が高いことを
感じた。定期的に訓練を実施し自主防災力の向上
に努めたい」と話しました。

英語暗唱で自分を表現

んだ英語力を発揮学
　英語力の向上と英語への興味・関心を高めるこ
とや英語での実践的コミュニケーション能力を身
につけることなどを目的にした、第 2 回長島町
英語暗唱大会が、11 月 20 日、町開発総合センター
でありました。
　町内各中学校の各学年代表が、保護者らが見守
る中、英語で発表しました。
　１年生は２人組みによるスキット（会話形式に
よる寸劇）を発表し、２、３年生は自己紹介の後、
長島の観光地や黒之瀬戸大橋を紹介する文章に挑
戦しました。生徒らは、ジェスチャーを織り交ぜ、
これまで学んだ英語力を発揮しました。

片側自主防災会が初の防災訓練

元は自分たちの手で守る地

↑表現力豊かに英語で自己紹介する生徒

↑消火訓練に取り組む住民

↑手に汗握る決勝戦での 1 シーン

16Nagashima town Public Relations



関東ながしま会総会

島の近況報告に興味津々長
　関東在住の本町出身者でつくる、関東ながしま会（児
島寛会長）の第８回総会が 11 月 16 日、東京都台東
区の上野精養軒でありました。
　この日は、約 170 人の本町出身者が一堂に会し、
物故者への黙とうをささげた後、児島会長が「会員数
200 人を超える会となった。これからも参加してよ
かったと思われる会になるよう、努力する」とあいさ
つしました。
　お祝いに駆け付けた川添健町長が「町は各種イベン
トで観光客誘致が好調。今後も一次産業と観光の連携
で町の活性化をアピールする。ますます元気な町にな
り、ふるさととして誇れる町にしたい」と話し、本町
の近況報告に、出身者らは熱心に耳を傾けました。
　懇親会が始まると郷土の銘酒「さつま島美人」を酌
み交わし、昔話に花を咲かせ、長島弁と笑い声が遠く
東京の地に響き渡りました。

あおい幼稚園で人権教室

権について学ぶ人
　11 月 20 日、あおい幼稚園（久保智子園長）で、
人権について学ぶ教室がありました。
　教室では、人権擁護委員の長山久義さんと餅原
美榮子さんが「人権とは、社会のみんなが平和に
暮らすために必要な権利です。今日は人権につい
て一緒に勉強して、これからもお友だちと仲良く
遊びましょう」とあいさつしました。
　園児らは、人権についてのビデオ放映の後、園
庭に現れたマスコットキャラクター「まなぶ君」
と「あゆみちゃん」に大喜びの様子で、時間を忘
れ触れ合いました。
　

壮年ミニバレーボール大会

睦深め健康と体力維持親
　11 月 11 ～ 12 日、第９回壮年ミニバレーボー
ル大会が開催されました。
　大会は、県が推進するマイライフ・マイスポー
ツ運動の一環で、スポーツに参加する機会が少な
い壮年層に機会を提供し、体力の向上および健康
維持増進を図ることなどを目的に、町スポーツ推
進委員会が毎年開催しています。
　男性 14 チーム、女性 11 チームが熱戦を繰り
広げ、接戦が多く見られた会場内は大いに盛り上
がりました。
　男性の部は茅屋ＳＣチーム、女性の部は蔵之元
チームが、共に連覇を飾りました。

↑マスコットキャラクターと触れ合う園児ら

↑会場内を熱くしたプレーの様子（総合町民体育館）

↑川添町長らと記念写
真を撮る本町出身者

←歌や踊りでにぎわう
会場内

17 広報ながしま



（　）内は前月比

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

謹
ん
で
お
悔
み

　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

11,096 (  +12)

平成 26年 11 月 30 日現在

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

花
カ
フ
ェ
長
島

　

☎
（
87
）
１
６
０
０

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,364 (    +8)
5,732 (    +4)

  4,473 (    +2)

　

師
走
を
迎
え
、
寒
さ
が
厳
し
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
。

　

春
に
咲
く
花
ば
な
に
と
っ
て
は
、
植
栽

す
る
の
に
良
い
時
期
で
す
。春
の
品
種
は
、

冬
の
寒
い
時
期
を
耐
え
て
、
暖
か
く
な
る

と
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
の
で
、
年

内
の
植
栽
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷
に
あ
る
「
花
カ

フ
ェ
長
島
」
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
用
の
ハ

ボ
タ
ン
や
シ
ク
ラ
メ
ン
な
ど
の
寄
せ
植
え

の
ほ
か
、
春
の
花
ば
な
の
苗
を
多
数
取
り

そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

春
に
向
け
た
植
栽
の
す
す
め

寄
せ
植
え
と
苗
の
販
売

さまざまな花で彩られた鉢植え

花の苗　販売中

パンジー　ビオラ　ハナビシソウ

リビングストーンデージー

キンセンカ　アリッサム　ネモフィラ

１本　50 円

寄せ植え１鉢 1,000 ～ 2,500 円
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▽
１
年
が
過
ぎ
る
の
は
早
い
も
の

で
す
。
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と

わ
ず
か
。
皆
さ
ん
、
年
初
め
に
立

て
た
抱
負
は
達
成
で
き
ま
し
た

か
？
私
が
１
年
前
に
立
て
た
抱
負

は
「
休
日
に
は
家
族
サ
ー
ビ
ス
す

る
こ
と
」
で
し
た
。
結
果
は
…
残

念
な
が
ら
（
泣
）。
そ
れ
で
も
休

日
に
出
勤
す
る
私
に
文
句
言
わ
ず

送
り
出
す
妻
に
感
謝
で
す
。
１
歳

半
に
な
っ
た
息
子
は
、
日
に
日
に

成
長
し
、
最
近
で
は
少
し
ず
つ
言

葉
を
話
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

両
親
曰
く
、
３
歳
ま
で
言
葉
を
話

さ
な
か
っ
た
私
と
は
大
違
い
で

す
。
限
ら
れ
た
時
間
で
少
し
し
か

遊
ん
で
あ
げ
ら
れ
な
い
息
子
を
、

つ
い
つ
い
甘
や
か
し
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
何
と

か
父
親
と
し
て
頑
張
っ
た
つ
も
り

で
す
。
来
年
は
、仕
事
も
家
庭
も
、

も
う
少
し
時
間
に
ゆ
と
り
を
持
っ

て
取
り
組
み
た
い
も
の
で
す
。
▽

年
の
瀬
も
押
し
迫
り
、
自
身
も
周

囲
も
慌
た
だ
し
く
な
り
が
ち
で

す
。
周
り
が
忙
し
い
か
ら
と
言
っ

て
、
気
持
ち
が
焦
っ
て
し
ま
う

と
、
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
こ
と

を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な

と
き
は
ま
ず
大
き
く
深
呼
吸
を
。

で
は
良
い
お
年
を
。（
赤
嵜
慶
和
）

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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心
と
体
の
健
康
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
長
島

の
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、
気
軽
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

○
開
催
日
時

　

平
成
27
年
１
月
17
日
（
土
）

　

午
前
９
時
40
分
開
会
（
受
付
午
前
９
時
～
）

○
場
所

　

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
周
辺

○
コ
ー
ス

　

す
い
せ
ん
め
ぐ
り
コ
ー
ス
（
12
㌔
）

　

古
墳
め
ぐ
り
コ
ー
ス
（
６
㌔
）

○
申
込
期
限
＝
12
月
17
日
（
水
）

○
定
員
＝
１
２
０
０
人

　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
し
だ
い
申
込
終
了
）

○
参
加
資
格

　

小
学
生
以
上
で
健
康
な
か
た

○
参
加
料

　

・
小
中
学
生
＝
１
２
０
０
円

　

・
高
校
生
、
一
般
＝
１
５
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
５
６
９
６
［
直
通
］

心
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り

長
島
す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
し
ま
す

年末・年始の「ごみ」と「し尿」受入日

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、

下
記
の
日
程
で
、
年
末
年
始
の
「
ご

み
」
お
よ
び
「
し
尿
」
の
特
別
受
け

入
れ
を
行
い
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
た
大
量
の
ご
み
な
ど

は
各
自
、
環
境
セ
ン
タ
ー
ま
で
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
し
尿
」
な
ど
の
清
掃
、
抜
き
取

り
を
計
画
さ
れ
る
か
た
は
、
町
内
の

許
可
業
者
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

12
月
30
日
の
特
別
受
入
時
間
を
超

過
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
別
途
対

応
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
保
健
衛
生
課
環

境
衛
生
係
ま
た
は
各
セ
ン
タ
ー
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　
　

　

役
場
保
健
衛
生
課
環
境
衛
生
係　

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

環境センター　☎ (75)0739

リサイクルセンターエコリア北薩　☎ (84)4111
衛生センター　☎ (82)1070

12 月 23 日（火） 休み 特別受入（8 時 30 分～ 16 時 30 分）
12 月 27 日（土） 特別受入（8 時 30 分～ 16 時 30 分） 特別受入（8 時 30 分～ 16 時 30 分）
12 月 29 日（月） 特別受入（8 時 30 分～ 16 時 30 分） 休み
12 月 30 日（火） 特別受入（8 時 30 分～ 12 時 00 分） 休み

 12 月 31 日（水）～

１月３日（土）
休み 休み

１月４日（日） 特別受入（8 時 30 分～ 16 時 30 分） 特別受入（8 時 30 分～ 16 時 30 分）
１月５日（月）～ 通常受入 通常受入

年
末
年
始
　
ご
み
の
特
別
受
入



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１５１

９ １０４ ７ ８

１６ １７１１ １４ １５

２３ ２４１８ １９ ２１ ２２

２５

１３

６

３

５

２０

１２

２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１

１ ２12/28 12/29 12/30 12/31 元旦

〇飯尾医院 88-5040
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○高尾野診療所 82-0017
○阿久根眼科 72-0040
○よしだ歯科クリニック79-3443
□クレイン調剤薬局 63-4300
□高尾野会営薬局 64-2110
□高松薬局 73-4002
◇出水総合医療センター67-1611

○鷹巣診療所 86-0054
○楠元内科医院 62-8600
○来仙医院 84-2005
○しみずこども医院 68-0633
○黒木胃腸科外科医院 75-0200
○よしだ歯科クリニック79-3443
□ポポロ薬局 63-4630
□スマイル歯科医院 75-3300
□すくすく薬局 72-5010
□脇本調剤薬局 75-2215
□長島調剤薬局 64-5555
◇しみずこども医院 68-0633

○長島クリニック88-6405
○市川医院 63-3151
○吉井中央病院 62-3111
○門松医院 64-6100
○児島歯科医院 86-1266
□第二緑調剤薬局 63-1177
□マリン薬局 63-6678
□ゆうゆう薬局 73-2907
□しおかぜ薬局 88-6011
◇キッズクリニック 63-7707

■年始特別受入（燃えるごみ）
（獅子島を除く全地区）
○平尾診療所 88-2595
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○クリニック．なかむら 62-0241
○植村整形外科 72-1041
○脇本病院 75-2121
○児島歯科医院 86-1266
□ふれあい薬局 63-3070
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎６カ月児健診
（町保健福祉センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○飯尾医院 88-5040
○平田整形外科クリニック 62-8801
○野田診療所 84-2023
○有村産婦人科・内科 73-4180
○石沢歯科医院 84-4411
□ひまわり薬局 62-6070
□野田調剤薬局 84-2856
□さかえまち薬局 72-0978
◇出水総合医療センター67-1611

成人の日

○鷹巣診療所 86-0054
○おかだクリニック 63-7011
○せき耳鼻咽喉科 64-1187
○上園医院 73-1055
○福原歯科医院 63-2501
□メープル薬局 62-9292
□本町薬局 73-3233
□長島調剤薬局 64-5555

◎からだスッキリ教室
◎ラッコ教室
（町保健福祉センター）
■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎母子相談
（町保健福祉センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○林泌尿器科クリニック64-8800
○さくら通りクリニック62-2311
○内山病院 73-1551
○橋口歯科医院 73-0508
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
□さくらんぼ薬局 68-7000
□本町薬局 73-3233
□長島調剤薬局 64-5555
◇こどもクリニック永松64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎からだスッキリ教室
（町保健福祉センター）
■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎３歳６カ月児健診
（町保健福祉センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○平尾診療所 88-2595
○友愛クリニック 64-2101

○わかずぎクリニック 64-1313

○鶴見医院 73-0553

○よしもと歯科クリニック 75-3333

□めぐみ薬局 82-5551

□いずみ調剤薬局 68-5822

□会営薬局阿久根店 72-5060

◇出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ラッコ教室
（町保健福祉センター）
■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

◎幼児歯科検診
（町保健福祉センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

●１月１日は元日です。
　元日は「年のはじめを祝う」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！
●１月 12日は成人の日です。
　成人の日は「おとなになったことを自覚し、みずから生き抜こうとする青年を祝
いはげます」ことを趣旨としています。


